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1.は じめ に

長崎県北松浦郡鷹 島町 (図 1) の鷹島海底 遺跡 につ いて は, 昭和57年

に鷹島南岸 が海底遺 跡 と して周知 されて以来 ,当該地 区にお ける開発 の

際 には事前調査 が義務づ け られて いる.県田平土 木事務所 が この神崎地

区 に防波堤 工事 を計画 し,工事内容 を検 討 した と ころ,建 設区域 が海底

遺 跡内 に含 まれ る ことが判明 した た め,1994年 度 と1995年 度 にわた って

事 前調 査が行われた (高野,1996) .

本研 究で は, この海底 調査 によ って発 見 された元冠 船の碇 につ いて,

碇 石 を固定 して いた を木 片 と竹片 を用いて加 速器 質量分析 計によ る放射

性 炭素 (14C) 年代 測定 を行 った ので報告す る.

2.試 料

今回年代測定 を行 った試料 は, 1994年度の調査 で発見 された最大 の碇

で ある3号碇か ら採取 された木片2点 と竹 片1点 である.3号碇は岩石 と木

材 ,竹 索 (竹縄)か ら構 成 され,木 材 と竹索 の部 分よ り14C 測 定用 の試 料

が 採取 され た.試料 の出土状況及 び形状 の詳細については,池 田(1996)

を参照 され たい.

3.試 料調 製及 び加速器 質量分析 計 によ る14C年 代測 定

試料 は試 薬 による処理が しやす いサイ ズに分割 した後 ビーカー に取 り,

付 着 した泥 が落 ちる まで蒸留水中で超音 波洗 浄を行った.次 いで ,1.2N

塩 酸 を加えてホ ッ トプレー ト上で加 熱 し,炭 酸塩 等を除去 した.1.2N塩

酸 を捨 てた後,1.2N水酸化 ナ トリウムを加えてホ ッ トプ レー ト上で加 熱

し,二 次的 に付加 した可能性 のあ る物質 を除去 した. この1.2N水 酸化 ナ
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図1 長崎県鷹島海底遺跡の位置 (海上保安庁水路部作成海図 (5万分の1)の一部を縮小して使用した)

表 1 長崎県鷹島海底遺跡から引き揚げられた元遠の碇より採取された木片及び竹片の14C年代

Table114Cagesofwoodandbamboosamples丘omawoodenanchorof也eMongolianam adarecovered
fromTakashimasubmeredsite,NaasakiPrefecture.

S-pleNo･ -aterial 14cagyeLilo) Calibratdage (60宗 %wAd_e
TKSIIM-1 wood 770±80

TKSHM-2 wood 870±90

TKSIiM-3 bamboo 820±70

1175catAD～1304CalAD/(99.6%) -28.0 5668
1370CalAD～1370CalAD/(0.4%)

1048CalAD～1093CalAD/(25.0%)
1117CalAl)～1143CalAD/(14･6%)
1154CalAD～125lcalAD/(60.4%)

1169calAD～1283CalAD/(100%)

-28.3 5534

ー27.9 5537

halflifeof'4C :5568yr
measuremente汀OrOf♂13C:±0.1‰

ー104-



トリウムによる処理 は溶液が ほとん ど着 色 しなくなるまで繰 り返 し行 っ

た.そ の後 ,1.2N塩酸を加えて水酸化 ナ トリウムの 中和 と処理 中に付加

した炭酸塩 の除去 を行い,蒸 留水で洗って塩酸を完全 に除去 し,乾燥器

内で乾燥させた.

乾燥試料 を酸化銅 (助燃剤) と共 にバ イコール管に真空封入 した後 ,

950℃ で約3時 間加熱 して試料に含まれる炭素 を二酸化炭 素に変えた.坐

成 した二酸化炭素を真空 ライ ンを用 いて精製 した のち,鉄粉触媒下で水

素還元 して グラファイ トとした(Kitagawaeta1.,1993). このグラファ

イ トよ り測定用 ターゲ ッ トを作成 した.名古屋大学年代測定資料研究セ

ンター に設置されて いるタンデ トロン加速器 質量分析計を用いて,国際

的 に標準体 として用 いられて いる穆酸 (NBS-RM-49) を標準体 (Mann,

W.B.,1983;Stuiver,M.,1983) として14C測定を行った. また,二
酸化炭 素精製の際に一部 を分取 しておき,炭 素安定同位体 比 (∂13C)

を測定 した.14Cと13Cの存在比及び∂13Cよ り14C年代値 を算 出した (中
村 ほか,1994) .

4.結果

測定結果 をTablelに示 した. 14C年代値 はyBPの単位 で､14Cの半減期

として5,568年 を用 いて年代値 を計算 し,西暦 1950年か ら過去へ遡 った

年代値 で示 して ある.年代値 の誤差 はonesigma (1標準偏差)で, これ

は同じ条件で測定 を100回繰 り返 したとき測定結果が誤差 範囲内 に入 る割

合が68回である ことを意味する (誤差を表示の2倍 にとると､誤差範 囲に

入 る割 合は95回 とな る).また,得 られた14C年代値 を樹輪較 正曲線を用

いて暦 年代 に換算 した結果(calibratedage)も示 した.

5.考 察

元は文永11年 と弘安4年 の2回, 日本に襲来 したが,鷹島 に関わ るのは

弘安4年 (1281年)の来襲である (荒木 ,1996;渡辺,1997) .今 回得

られた年代値は1281年 を含 んで いる (TKSHM-1及びTKSHM-3) か,

あるいはそれよ り少 し古 い (TKSHM-2) .一般に竹索 (竹縄) には伐採

直後の竹を使用す るので,TKSHM-3が碇を作成 した年代 に一番近 い可能

性 が示唆される.一方,TKSHM-2の年代 は1281年 よ りも古 い. これ は

この木片試料が太い材の一部である ことか ら,樹木の生育期間を考慮 に

入 れれ ばデータに矛盾はない と考 え られ る.

なお,今回測定 を行った試料は財 団法 人九州環 境管理協会で も測定 が

行 われてお り (財団法人九州環境管理協会,1996) ,本研究で得 られた

データ と矛盾のない年代値で ある.
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Wemeasured14cagesofthreesamples(twowoodsamples(TKSHM-1,2)andonebamboo
sample(TKSHM-3))selectedfromananchoroftheMongolianamadawhichwassalvagedfromthe
Takashimas･ubmergedsite,NagasakiPrefecture.
TKSHM-̀]Land3Showedtheageswhichwereconsistentwith1281A.D.(theagewhenthe
Mongolian之iLrmadainvadedTakashlma)withinonesigmaerror･n eotherwoodsampleTKSHM-2
showedanageolderthan1281A.D･,suggestingthatTKSHM-2ispossiblyawoodfragment
derivedfrominnerpartofalargetreetrunk･

- 107 -


